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   We describe a case of bilateral synchronous renal cell carcinoma. A 70-year-old female was 
admitted to our department because of further examination for bilateral renal masses. Computed 
tomographic scanning and ultrasound examinations revealed bilateral solid enhanced renal masses, 
and bilateral renal cell carcinomas were suspected. First, partial left nephrectomy was performed. 
On the  21th day after the first operation, we confirmed the recovery of the left kidney, and performed 
right nephrectomy laparoscopically. The histopathological diagnosis revealed bilateral renal cell 
carcinomas. The patient is alive with no metastatic lesions and no recurrence at 16 months after the 
operations. 
                                            (Acta Urol. Jpn.  47  : 723-726, 2001) 
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なった.両側腎細胞癌に対 して根治性 と腎機能温存 を











り.6年 前 よ り糖 尿 病 にて経 口血糖 降下 剤 の服 薬開
始.
現病歴=1999年3月血糖 コ ン トロール不 良のため精
査 目的に近 医内科入 院.腹 部 超音 波,腹 部CT検 査
にて両側 腎腫瘍 を指摘 され当科入 院 とな った.
入 院時現 症 二身長159cm,体 重55kg,血 圧151/
90mmHg.発 熱 な し.腹 部腫 瘤触 知せず 表 在 リン
パ節腫脹 な し.
入 院時検査所見:末 梢血液所 見:BUNl5mg/dl,
CrO.4mg/dlと腎 機 能 は正 常.α2-globulin7.0%,
CRPO.14mg/dl,血沈1時 間値18mm,FBSl46g/
dl,他に特 記 事 項 な し.尿 所 見:潜 血(一),蛋 白
(一),糖(一),RBC(一),WBC(一).ク レアチニ
ンクリア ランス86.21/day。
画像検査所 見:胸 部X線,KUB:異 常所見 な し.
排 泄性 腎孟造影=右 腎下極 に腎孟の軽度圧排 像 を認め
る.腹 部CT:右 腎 下 極 に径5cm,左 腎 下 極 に径
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2.5cmの内部不 均一,境 界 明瞭,動 脈 相早期 よ り造
影効果 を認 める腫瘤 陰影 を認 めた.傍 大動脈 リンパ節
腫張 お よび腹 部他臓 器への転移 は認めない(Fig.1).
血管造影=右 腎下極,左 腎下極 にhypervascularmass
お よびtumorstainを認 める.腎 静脈 に腫瘍塞栓 は認
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望月,ほ か:両側同時性腎細胞癌 一腹腔鏡 725
で,割 面は内部充実性で黄 白色,周 囲 は被膜 に覆 われ
てい た.病 理組織 学 的所見 はrenalcellcarcinoma,
clearcellcarcinoma,gradel》2,INFcr,pTlaで
あ った(F圭g.3a).(2)右腎腫 瘍:下 極 に位 置 し,径
4.5×5.Ocmで割面 は内部充実性で黄 白色,一 部 に出
血性 病 変 を伴 って い た。病 理組 織 学 的所 見 はrenal
cellcarcinoma,clearcellcardnoma,grade2,
INFα,pTlbであった(Fig.3b).
術後経過=術 後 血清 ク レアチニ ン0.8mg/d1,クレ
ァチ ニ ン クリア ランス80.ll/dayと有意 な腎機 能 の
低下 は認めず,術 後合併症 もな く,1999年5月29日当
科退院 となった.術 後補助療法 は施行せず.現 在術後

























邦第1例 目を報告 して以来,そ の報告は散見 されるよ






































両側腎温存手術 を施行 した症例の割合が増加 してい
る.Novicら9)は,両側 または単腎に発生 した腎細胞













り,左腎温存手術 を先に行 うことで左腎機能を確保 し
た上で対側の手術 を行 った.右 腎腫瘍は径5cmで あ
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